
　
　
　
　
　
　
　

            
大
林 

宜
彦
（
映
画
監
督
）

　
（
ガ
ン
を
患
っ
て
以
降
）
地
球
の
た
め
に
ど

う
優
し
く
す
れ
ば
い
い
か
っ
て
い
う
こ
と
を
考

え
て
生
き
よ
う
と
、
自
然
に
そ
う
思
え
て
き
て

ね
。
そ
う
す
る
と
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
全
て

の
も
の
が
命
に
見
え
る
ん
で
す
よ

　　
今
年
の
一
大
事
件
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
コ
ロ

ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
も
、
日

本
の
み
な
ら
ず
全
世
界
で
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、

多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
当
地
で
も
、

大
切
な
家
族
と
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
中
に
は
仕

事
を
失
う
方
も
い
る
状
況
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
生
活
圏
の
拡
張
に
よ

る
自
然
破
壊
や
、
過
度
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
な
ど
、

人
間
に
起
因
す
る
と
い
う
説
が
あ
り
、
一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
活
動
が
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
気
汚
染
や
海
洋
汚
染
が
改
善
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
の
縁
起

の
理
法
（
世
の
中
の
全
て
の
存
在
は
互
い
に
関
わ

令和 2年 12 月 28 日（月）発行

り
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
）
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
人
間
の
独
善
的
な
生
き
方
を
見
直
す
べ
き
機

会
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
四
月
に
八
十
二
歳
で
逝
去
し
た
大
林
氏
が

肺
が
ん
の
告
知
を
受
け
た
の
は
平
成
二
十
八
年
の

こ
と
。
ス
テ
ー
ジ
四
ま
で
進
行
し
て
お
り
、
当
初

は
余
命
六
ヶ
月
と
診
断
さ
れ
た
も
の
の
、
抗
が
ん

剤
治
療
が
奏
功
し
病
状
が
改
善
。
そ
の
後
、
戦
争

と
広
島
の
原
爆
を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画
の
制
作
に

精
力
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
自
身
の
闘
病
の
様

子
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
取
材
さ
せ
る
な

ど
、
最
後
ま
で
精
力
的
に
表
現
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
冒
頭
の
こ
と
ば
は
逝
去
の
一
年
前
に
ラ

ジ
オ
番
組
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
も
の
で

す
。
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
上

で
、「
俺
も
が
ん
そ
の
も
の
じ
ゃ
な
い
か
。
う
ま

い
も
の
食
い
た
い
か
ら
、
牛
や
豚
や
鳥
や
マ
グ
ロ

や
小
魚
を
貪
り
食
っ
て
い
る
。
あ
ー
、
地
球
と
い

う
宿
主
に
対
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
わ
が
ま
ま
な
こ
と

を
し
て
い
る
な
。
地
球
に
対
し
て
俺
は
が
ん
だ
っ

た
ん
だ
」
と
の
反
省
を
述
べ
、
自
身
を
取
り
巻
く

あ
ら
ゆ
る
存
在
（
天
地
自
然
、
生
き
と
し
生
け
る

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
三
年
一
～
三
月
）

　
　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
海
外
で
は
少
し
づ
つ
接
種
が

進
ん
で
い
ま
す
。
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
収
束
時
期
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
す
が
、「
夜
明
け
前
が
一
番
暗
い
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
な
ん

と
か
こ
の
冬
の
感
染
拡
大
時
期
を
共
に
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
て
は
ど
う
ぞ
お
身
体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
副
住
職
）

令
和
三
年
三
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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「お餅に願いを込めて」
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・
屋
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
本
堂
及
び
位
牌
堂
へ
の
お
参
り
は
、
混
雑
時
を

　
避
け
、
短
時
間
か
つ
最
少
人
数
で
お
願
い
し
ま

　
す
。
又
、
屋
内
で
の
飲
食
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
法
要
へ
の

　
参
列
・
参
拝
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
□
発
熱
（
３
７
．
５
度
以
上
）、
又
は
３
７
．
５

　
　
度
以
上
の
発
熱
と
症
状
（
咳
、
痰
、
息
切
れ
等
）

　
□
味
覚
・
嗅
覚
異
常
（
２
週
間
以
内
）

・
お
い
で
の
際
と
お
帰
り
の
際
は
、
必
ず
手
洗
い
、

　
も
し
く
は
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

感
染
拡
大
の
際
は
法
要
を
無
参
列
法
要
と
し
、

　
行
事
自
体
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
の
際
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

混
雑
緩
和
の
た
め
、
元
朝
大
般
若
祈
祷
・
涅
槃
会

　
法
要
・
春
季
彼
岸
会
法
要
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

　
継
を
行
い
ま
す
。

【
各
種
講
座
に
つ
い
て
】

・
令
和
三
年
一
月
〜
三
月
は
休
止
い
た
し
ま
す
。

【
葬
儀
・
法
事
に
つ
い
て
】

・
人
数
制
限
は
設
け
ず
、
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
、

　
換
気
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す

・
ス
マ
ホ
な
ど
で
ネ
ッ
ト
中
継
が
で
き
る
よ
う
Ｗ
ｉ

　
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
、
専
用
三
脚
を
用
意
し
ま
し
た
の

　
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　

の
た
め
の
当
寺
の
対
応
に
つ
い
て

 

■
一
月
一
日（
土・元
旦
）午
前
０
時
〜

「
元
朝
大
般
若
祈
祷
」（
本
堂
）・「
除
夜
の
鐘
」（
鐘
撞
堂
）

■
三
月
十
五
日（
月
）午
前
十
一
時
〜

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

■
三
月
二
十
日（
土・春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂
に
て

チャンネル名：
宗教法人大安寺

大安寺
公式ホームページ

大安寺
公式 facebook ページ

スマートホン ・
タブレット端末の
カメラ機能で

読み取ってください。

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
令
和
二
年
度
分
維
持
費
（
四
千
円
）
の
納
入
が
お
済
み
で
な

い
方
、
ま
た
、
お
手
元
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
（
護
持

会
だ
よ
り
、
決
算
書
含
む
）
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お
手
数

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、当
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、

令
和
三
年
度
分
維
持
費
の
取
扱
票
は
令
和
三
年
六
月
末
か
ら
郵

送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通
し
て
お
手
元
に
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

令
和
元
年

平
成
二
十
七
年

平
成
二
十
一
年

平
成
十
七
年

平
成
十
一
年

平
成
七
年

平
成
元
年

昭
和
六
十
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
年

昭
和
四
十
七
年

大
正
十
一
年

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

百
回
忌

令
和
三
年　
年
回
表

（
法
事
早
見
表
）

【
法
事
の
際
に
ご
用
意

い
た
だ
く
も
の
】

①
御
位
牌

※

仮
位
牌
は
、
忌
明
け

（
三
十
五
日
も
し
く
は

四
十
九
日
）
ま
で

②
本
堂
に
お
供
え
す
る

御
供
物
（
あ
げ
も
の
）

少
々
（
菓
子
・
果
物
な

ど
）

※

可
能
で
あ
れ
ば
前
日

ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ

い
。
当
日
に
な
る
場
合

は
、
法
事
開
始
十
分
前

ま
で
に
御
持
参
く
だ
さ

い
。

☆
引
き
続
き
墓
参
を
さ

れ
る
場
合
は
、
線
香
・

ろ
う
そ
く
・
供
物
・
花
・

洗
米
（
あ
ら
れ
）
な
ど

も
御
持
参
く
だ
さ
い
。

令
和
二
年

□
除
夜
の
鐘
に
つ
い
て

令
和
三
年
一
月
一
日
午
前
０
時
よ
り
午
前
二
時
ま
で
、
鐘
撞
堂

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。（
参
加
無
料
・
先
着
順
）
梵
鐘
を
痛
め

ま
す
の
で
連
続
で
撞
く
の
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。（
当
地
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
中
止
に
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

も
の
）が「
命
」に
見
え
る
と
の
感
慨
を
語
っ

て
い
ま
す
。
病
気
と
懸
命
に
向
き
合
い
、

自
身
の
エ
ゴ
を
捨
て
、
自
分
と
他
者
の
境

界
を
超
え
る
こ
と
の
で
き
た
人
だ
か
ら
こ

そ
の
尊
い
境
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
も
、
進
行
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
国
同
士
、
人
対

人
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
悪
循

環
に
陥
っ
て
も
い
ま
す
。
今
こ
そ
私
た
ち

は
大
林
氏
の
こ
と
ば
に
学
び
、
他
者
の
存

在
を
認
め
、
利
他
的
な
、
慈
し
み
の
心
を

持
っ
た
生
き
方
に
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ま
さ
に
、

そ
の
生
き
方
こ
そ
仏
教
徒
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
来
年
こ

そ
、「
災
い
（
禍
）
転
じ
て
福
と
な
す
」
年

と
し
た
い
も
の
で

す
。
ま
ず
は
こ
の

冬
、
健
康
に
留
意

し
、
感
染
拡
大
時

期
を
共
に
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
副
住
職
）

わ
ず
ら


